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論文内容の要旨
テルルは，カルコーゲン元素のーっとして古くから知られているにもかかわらず，テノレノレおよび有機テ
ルル化合物の反応性およびそれらの合成化学への利用に関してはほとんど明らかにされていない。
本論文は，テルルの反応特性を解明し，その特性を活用する新しい有機反応を開発することを目的とし
て行った研究の成果をまとめたもので.緒論，本論 4 章および総括で構成されている。
緒論では，本研究の背景と目的，ならびに研究成果の概要について述べている。
第一章では，二置換有機テルノレ化合物と有機リチウム試薬との反応により， リチウムーテjレル交換が効
率よく進行する乙とを見いだすとともに，本反応が種々の有機リチウム化合物の新しい発生法として極
めて有用であることを明らかにしている。また，本反応の合成化学的利用についても詳細に検討し通常
の水素引き抜き反応や，リチウムーハロゲ、ン交換反応では調製困難なべンジノレリチウム，アリルリチウム類を効
率よく発生させることに成功するとともに，有機ハライドから有機リチウム化合物への簡便な変換法を完
成している。
第二章では， α位に種々のヘテロ原子を有する有機リチウム化合物が，本反応を利用することにより効
率よく生成することを明らかにしている。また， リチウムーテjレ jレ交換反応を利用することにより， ジク
ロロメタンおよびビス(ブチルテルロ)メタンが，合成化学上有用なメチレンジアニオン等価体となり得
ることを示している。
第三章では. リチウムーテルル交換反応を利用することにより，極めて不安定な極性反転種で，今まで
その調製が困難とされていたカルポニルリチウム類の効率的発生法を示している。
第四章では， リチウムーテノレル交換反応の妥当な反応機構について考察し，アート錯体中間体を経る機
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構についての非経験的分子軌道法による理論計算を行い.その構造と相対的安定性を明らかにしている。
総括では， リチウムーテルル交換反応，ならびに本反応を利用する有機リチウム化合物の新生成、法につ
いて，得られた重要な知見を総括し，本研究の意義について述べている。
論文審査結果の要旨
本論文はテルノレおよび'有機テルル化合物の特』性を明らかにし，その特性を活用する新しい反応の開発と
合成化学への応用を目的として行われた研究の成果をまとめたもので，得られた成果を要約すると次のと
おりである。
(1) 二置換有機テルル化合物とリチウム試薬の反応により， リチウムーテルノレ交換反応が効率よく生起す
ることを見いだし，本交換反応lとより種々の有機リチウム化合物の生成が可能であることを示している。
特に本反応は，通常の水素引き抜き反応や，リチウムーハロゲン交換反応では調製困難なベンジルリチウ
ム，アリルリチウム類の発生にも有用であることを明らかにしている。
(2) リチウムーテルル交換反応を利用することにより，有機ハライドから有機リチウム化合物への簡便な
変換法を開発している。
(3) α位にヘテロ原子を有する種々の有機リチウム化合物が， リチウムーテルル交換反応lとより効率よく
生成することを明らかにしさらにリチウムーテルル交換反応を利用することにより，ジクロロメタン
および.それから誘導されるビス(ブチルテルロ)メタンが，合成化学上メチレンジアニオン等価体とし
て利用し得る乙とを明らかにしている。
(4) カーポテルロアートにリチウムーテルル交換反応を適用することにより，不安定な極性反転種である
カルポニルリチウム類が，効率よく生成する乙とを示している。
(5) リチウムーテルル交換反応について，実験および非経験的分子軌道法による理論計算の両面から検討
し，反応機構に関する多くの重要な知見を得ている。
以上のように本論文は、有機テノレル化合物の反応特l性を明らかにし，それに基づぐ有機リチウム化合物
の新しい合成法を確立したもので，有機合成化学ならびに有機金属化学の発展に貢献すると乙ろが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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